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1.  第 15 回大会の御案内 

第 1R 同大会は昭和 57 年 5 月 27 ( 木 ), 28 C 金 7, 29 ( 土 ) 日に東京虎の 門の国立教育会館で 行な 

われます。 

今回は一般講演のほか ，シソポジウムも 行ないたいと 思います。 シソポジ ゥム の計画のあ る方 

はテーマ，オーガナイザ㍉ 講演者，内容などを 大会委員長まで 文書で御連絡下さい。 

会費は 4,000 円の予定。 宿舎のお世話ほいたしません。 くわしい内容についてほ 昭和 57 年 2 月 

に 御案内する予定です。 

日本発生生物学会第 15 回大会準備委員会 

委員長 平 本 幸 男 

〒 蝸 2 東京都目黒区大岡山 

東京工業大学理学部生物学教室 

2.  国際発生生物学会会長に 選ばれて 

岡田節人 ( 東大・ 理 。 生物物理 ) 

過日，スイス・バーゼルにおいて 開催された第 9 回国際発生生物学会議における 学会総会で， 

はからずも私が 同学会の次期の 会長に選出されました。 正確にいいますと ，学会運営の 引継ぎを 

円滑に行な う ため， 1982 年 8 月までは私は Preai 「 den ト @Klect として前期会長の A.A.Moscona 博 

士 (Chi ㏄ 90 大 ) と共同でこの 任務に当り，それ 以後 1985 年 8 月までは私一人が ，続いて 1986 年 8 

月までの一年間は ，私の次の会長に 当 る 方と共同で責任を 荷うことになります。 いずれにせよ ， 

今後，相当な 長時間にわたってこの 学会の会長として ，国際的に発生生物学を 代表するという ， 

誠にめまいをするような 重責がふりかかってきました。 

E.Hadorn,E 。 Wolff,A.Monroy,L.Sax 色 rn,A.A.Moscona,  と 続いてきた歴代の 会長の名を思 、 

ぃ浮 べれば，めま い はますますひどくなるばかりです。 

この学会の歴史においてそろそろその 代表者を欧米以外から 選 は 5 というムードは ，かなり 以 

前からあ り，そのことには 私も全く異存のあ るはずはあ りません。 しかし，それが 何故，私でな 

ければならないかは ，私が自らに 問 う までもなく，日本発生生物学会の 方々が誰しも 奇異性感ぜら 

れるであ り立しょ 5 。 しかし，なんとなく 固辞することもいかにも 不自然であ るような，一種の 

流れのままに ，とうとうこのような 大任を荷 5 ことになりました。 誠にお恥しいことであ ります。 

このことをもって ，関係の方々が「国際発生生物学会」というのはつまらん 組織だね，とおとり 

下さいません よ う に ，会長はど 5 であ れ学会の方は 立派であ ると私は確信しております。 

一昔前は，発生の 研究を形態だけの 指標でなく，生化学的技術ででも 進めるとか，器官の レベ 

か だけでなく，細胞とか 分子のレベルまで 進めるかという 類のレベル論があ りました。 今となっ 

ては，このようなレベルの 論議は常識として 解消してしまったと 思われます。 発生の研究は 真に 
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学際的，或は 英語で好んで 使われる言葉でほ multidjsciplmnary であ ることを必然的に 要請され 

ています。 さらには発生研究が 独自に生みだした 研究技術が，テクノロジーとしての 偉力を発揮 

するのではないかとい 5 期待が生れ初めてきました。 実に，現在はこの 学問の歴史の 中の重要な 

転機にあ るといえましょう。 この時期に当って ，このような 大役に任ぜられました 責任は，一層 

に 痛感しています。 

私の日本発生生物学会長としての 任期はあ としばらく残っております。 国際発生生物学会は 日 

本発生生物学会とは 全く別の，学会組織であ ります。 両者ともに同じ 学問上の目的をもつもので 

あ り，両者間に 利害の対立があ ろうなどとは 万一にも予想しておりません ，しかし，国際的な 学 

会組織とい子のは ，機構上極めてぜい 弱なものであ りますから， よ りょく組織化されている 区域 

の学会組織の 協力と援助なしには 運営できるものではあ りません。 この点については ，日本発生 

生物学会がとりわけて 立派な運営の 組織をもっていることは ，国際的にもよく 知られたところで 

あ り，今後 は 極めて具体的に 国際発生生物学会の 側から意見，協力を 求めることがしばしば 生ず 

るかと予想されますが ，何卒宜しくお 願い申上げます。 

仝回の国際会議では ，主催者は日本発生生物学会の 存在に大いに 配慮して， J.C.Dan 記念講演 

( 鈴木義昭氏， 基 生所 ) をおき，一方，約 30 人の多数の日本人研究者が 参加され，多くの 発表を 

行なわれました。 私としては誠に 嬉しく思いましたし ，諸外国の参加者にも 強い印象を与えた よ 

う であ りました。 なお，次期の 国際発生生物学会議 ( 第 10 回 ) は， p ス ・アンジ，ルスにおいて 

開催の予定であ ります。 また，国際発生生物学会への 加入については ，加入書とともに 手続きを 

サーキュラー 前回 号 に記しました。 広く日本の研究者の 加入をおまちしております 0 なお，加入 

書の送り先は 学会幹事が代りましたので 以下のようになっておりますが ，前幹事に送られても 支 

障は あ りません。 

Dr.Frank  Billet,Secret 虹 y 一 Treasurer,ISDB 

Dept.of  Biology,The  University,Building  62,Bassett  Crescent  East, 

SOUTHAMPTON,S0g 5NH EngIand 

最後に，改めて 日本発生生物学会会員の 方々からの， 御 助言， 御 叱責を心からお 願いします。 

何よりも，日本の 方々の適切な 御 支持なしには ，私が大役の 任にたえないことは 自明であ りさ 

す 。 

3.  バーゼル国際発生生物学会議より 

渡辺一雄 ( 鐘紡ガン研究所 ) 

( Ⅰ ) 

第 9 回国際発生生物学会議は ， 1981 年 8 月 28 日から 9 月 1 日まで，スイス 北端のバーゼル 市で 

開かれた。 会場には大見本市ビルの 会議室があ てられ，どことはなくただ よう 産業的雰囲気が ， 

学会に程よい 開放感を与え ，若さに満ち ， 気 どりのない集まりであ った。 

公式リストの 参加人員は 615 名だが，地の 利を得て，リストにない 若い参加者も 少くなかっ 
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た 。 この中で 25 題のシソポジウム 講演， U4m 題の一般講演， 22m 題のポスタ一発表が 行われた。 シ 

ソポジウムは 全参加者が聴げるよ 5 配置された一方，一般講演 四 会場と約 70 題のポスターが 同時 

進行した 3 日間ほ ，欲 ばりの人には 結構忙しく，プロバラム 片手に走り廻る 風景も見られた。 

en) 

シソポジウムの 構成 は ，学問の現状に 対する学会の 見識を示す。 この意味で ， 6 つに区分され 

たシソポジウムは ， " 総花的 " をさげ，意図的に 集約された特色あ るものであ った。 

まず， DNA の第 1 次構造の解明をふまえた『遺伝情報論』と ，細胞骨格分子，表面識別分子 

をふまえた 丁 細胞行動論』とが 総合されて第 1 のコ ア とされていた。 ここ数年で一気に 突破口が 

開かれたこの 頁核 細胞学は，すでに ，個別的な個体発生機構にとどまらず ， 真核 細胞の成立から ， 

系統群の進化まで 見通す基礎を 与えており，いま 生物学上の重い 扉が確実に動かされつつあ る現 

状であ る。 これまで発生学が 扱ってきた個別的な 現象なり概念と ， どこでどのように 噛み合 5 

か ，各人各様の 受 け取め 方があ ったに違いない。 

第 2 段階では，分子水準の 解析が早期に 成功をみた発生初期の 諸問題に焦点を 据え ， ゲノム発 

現の調節が論じられ ，加えて，ヒトを 意識した哺乳動物発生の 細胞生物学的研究が 扱われた。 い 

わば，細胞水準までに 照準を限って ，第 1 のコアの発生学的展開が 試みられたわげで ，筋の通っ 

た企画であ った。 

ところで，発生現象の 構成要素を， 真核 細胞の『遺伝情報論 Jl 「細胞行動論』と 積み重ねるな 

ら，当然その 連続線上に『構造 ( 形態 ) 論 山 が来なければならない。 形態形成は古典が 豊かなた 

げ でなく，近年， 電顕 的形態学と分子水準の 知見が統合され ，上皮構築性，結合織，基質に 関す 

る 空間的構造論が ，分子機能をふまえて 可能になりっ っ あ る。 今回のシンポジウムでは ，，この分 

野の今後の進展をにらんで ，含みが残されたというべきであ ろう。 

(fmm) 

周知の通り， 真核 細胞学は，遺伝子・ 細胞工学や哺乳動物卵の 扱いを通じて ，人間生活に 豊か 

な利便をもたらす 反面，人類自身の 存在基盤に，かってない 困難な問題を 投げかけている。 この 

状況に対して ， 真核 細胞学自身が 示しうる唯一の ア ソチテーゼは ，この知見をもとに ，自然の中 

の生物や人間自身を ，その存在の 基盤にまで 立 帰って，いかに " 理解の発想 " をもってとらえ ， 

かつ知的文化に 反映させうるかにあ る。 この成否 は ，人類自身が 作りだす科学の 本性 ( すなわち 

人類の本性 ) がどの程度文化的であ ったのかを測るひとつの 試金石となろう。   
どうやら DNA は， 矢 張り『自然の 中に形あ る生物種』の 成り立ちをたぐり 得るアリアドネの 

糸 らしい。 そして，その 糸をたぐって 進む道には，まさに 発生学そのもの ，すなわち， 『細胞の 

分化と集合行動 コ ついで『組織なるものの 属性』さらには『空間パターソを 規定する情報機構 コ 

などの解明と ，これを基礎に ，個々の個体発生様式の 成立や相互連関 ( 進化 ) を説きあ かす作業 

が 横たわる。 ウ ニ やヵヱル の 卵と 遊ぶ趣味人の 到達点が，個人的謎解き 好奇心の充足か ，さもな 

くば応用研究への 応用にとどまるわけではないことが ，今日あ らためて明瞭に 見えはじめた よう 

に 思われる。 

一 3 一 

  



  

(lV) 

今日の発生生物学の 状況 は ，発生学の独力ではなく ，分子科学や 医学との豊かな 総合からもた   
らされた。 目下の所，その 基盤は真 核 細胞生物学にあ り，そこでは 学問の大きな 普遍化の流れの 

中にあ る。 相互の交流は 今後ますます 豊かな実りをもたらすに 違いない。 

ひるがえって ，発生学 個 有の基本テーマとして ，たとえばパターン 問題や神経系の 高次構築の 

問題があ る。 そして，これらは 普遍化，国際化の 流れとは独立し ，さらに，細胞認識ともひとま 

ず離れた所で 研究が進展している。 

細胞認識を中核とした 総合化の流れと ，発生現象に 腰を据えた個性的進展の 共存は，今回の 国 

際 学会のみならず ，今日の発生生物学の 特色であ る。 この両者は，相互排除的でなく ，あ くまで 

相補的でなければ ，求める " 生物の本質 " に立入ることはできない。 

CV) 

今回の国際学会は ，研究における 進取の若さと 開放的な雰囲気の 中で，まずは 成功だったと 思 、 

われる。 この長所は，ポスタ 一発表における 間口の広さ，開放的活発さにもっともよく 顕 われて 

いた。 

発生生物学のように ，古典をふまえつつ ，幅広い現象を 自由な角度から 扱 う 学問では，大きな 

夢と，これを 支える若さと ，多様なアプローチをゆるす 豊かな度量が 生命であ る。 この学会がさ 

わやかな印象を 残したのも，これらが 自然に満たされていたからであ ろう。 ヱ クスカーシ， ソに   
お げる晴れ渡ったスイスアルプス や ，セレモニ一の 持たれ た ライソ河畔の Augsta Raurica の 深 

い静けさを思い 起しながら，この 自然さこそ，ヨーロッパの 文化そのものに 由来する貴重さかも 
・ ・ ・ 

しれないと思われる。 

CVO) 

ヨーロッパ，アメリカ ，東洋は，相互の 交流をふまえつつ ，独自の文化を 保ち，それぞれに 実 

力 を蓄えた。 近代合理科学に 日本は遅れて 出発したが，今回の 国際学会に出席して ，も ほや 日本 

が遅れているとは 思えなかった ( ただし，たとえばモノクローン 抗体導入への 腰 軽さや， 低 倍率 

走査 電 顕の気楽な駆使など ，直線的に目標に 向うとらわれのない 研究態度など ，多くの学ぶもの 

はあ ったが ) 。 加えて，今後の 自然科学の動静の 中で，東洋的理俳や 発想が生かされる 局面は確 

実に増大すると 思われる。 

今回の国際学会でも ，日本からの 参加者は若い 人達を含めて 多く，めいめい 独自に自分の 仕事 

をたずさえて 相 集まったという 印象は，国内での 学会と変りなく ，日本人同志の 交流も より 盛ん 

に 見受げられた。 こ 5 した状況の中で ， 本 会の岡田節人会長が 国際学会のプレジデントに 選任さ 

れたことほ意義深い。 日本人にとって 言葉の障害や 地理上の不利だけでなく ，東洋的な " 無用の 

遠慮 " も， 特に若い人達の 間では克服されつつあ るようだ。 
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4.  第 9 回国際発生生物学会に 参加して 

帯刀益夫 ( 東大・ 薬 ) 

8 月 28 日から 9 月 1 日まで，スイス ，バーゼル市で ，第 9 回国際発生生物学会が 開催された。 

前回東京で開かれてから ，すでに 4 年が経過している。 

今大会は， M.Burger が中心になり ， 「 Embryonic deveIopment:Genes and CeIIs 」を中心 

テーマとして アンソジ された。 大会初めの Ursprung の挨拶で，研究が 市民社会に理解され ， 社 

全的サポー トを 得ることが必要であ ると強調し，大会最終日のシソポジウム 甲 ertilizaHon of 

the human egg in vitro" のあ と，ジャーナリスト ，哲学者，弁護士まで 含めた round tabIe 

discussion で，試験管ベビ 一の是非について 討論するというように ，他の国際学会では 見られな 

い スタイルもあ り，面白い学会であ った。 

発生生物学という 分野に不案内な 筆者が印象記を 書くのは当を 得ていないかも 知れないが，感 

じたままを書いて 見たい。 

第 1 日目のシンポジウムは ， "Gene Structure and Function" で， BirnstieI,Chambon, Ⅲ か 

veIl Leder といった，この 分野の第一人者が ， review 的な話をした o B 廿 nstjel はウニのヒス 

ト ソ 遺伝子， Chambon は， S Ⅳ V40 ゲノムについて ， jn vitro mutagenesis,in vivo,jn vitro の 

transcription 糸を用いて，転写のコソトロールに 関与する遺伝子の 構造について ， 両者とも 全 

く 同じ結論に到達したことを 報告した。 興味あ る点は遺伝子の 5, 側の読み始めの 開始点の正確さ 

を規定する部位 (selector) と，それより 上流にあ って，その量を 調節する部位 (mod Ⅲ ator) が 

かなりはっきりして 来たことであ る 0 また，読み終りのシグナルも ，遺伝子の 3, 側に位置し， 一 

つの遺伝子がきちんと 読まれるために 必要な構造が 明らかとなり ，細菌の遺伝子発現の 調節と比 

べた 時 ，そのアナロジーはいよいよ 強くなったといえよう。 

Ⅲ avell は，ヒトヘモバロビ ソ 遺伝子の構造について review したが，最新のデータとして 興 

味 をひいたのは ，遺伝的貧血症 卍 サラ セ 「 アの 患者からグロビ ソ 遺伝子を ク p- ソし ，その構造 

と発現を調べたものであ る n この患者では 通常，少量のへモグロビ ソ しか合成できないのだが ， 

その遺伝子の 構造を調べたところ ，介在配列中に 一 ケ 所の塩基が異なる 突然変異が認められ ，こ 

れによりスプライシンバがおかしくなり ，転写 は 起きるものの ， mRNA が生成しないため ， 貧 

血症を皇することが 分 った。 

Leder は， 血 ovmng gene と題して，免疫バロブリ ソとは グロビ ソ の話をした 0 マウスには， 

正常な ば グロビ ソ の他に 偽 遺伝子 (Pseudo gene) があ り， この遺伝子は ，もとの ば グロビ ソ遺 

信子の介在配列部位のみが 欠失した構造をとっていることが 既に知られている。 何故この ょう な 

偽 遺伝子が存在するのかこれまで 分らなかったが ，実は，この 遺伝子は，もとの 遺伝子から， R 

NA 腫瘍ウイルスによって ， 別の染色体上に 運ばれた形跡があ ることをクローニンバによって 明 

らかにした。 

第 2 日の Genetic control のセッシ。 ソは ， Lewis,Hogness が ，シ a ウジ " ウバエ の ホメ オテ 

ィック変異 株の Bithorax complex eene について，遺伝的解析 と ，クローニンバによる 遺伝子 
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構造解析の結果について 報告した。 Hogness は，巧妙な トリ " クを 用いて， この変異株の 遺伝 

子をクローソ し ，比較した。 その結果，ほとんどの 変異株の遺伝子内に 挿入配列が認められ ， トラ 

ソスポグソと 遺伝子発現の 間に何らかの 関連があ ることを示唆していた。 また，発生過程の 変異 

体と ， 遺伝子構造を 対応させてゆく 研究方向は， 今後の発展に 期待が持たれる。 この結果や， 

Leder の結果，酵母のトランスボブ ソ 等の結果 は ，いずれも遺伝子の 不安定性が示されたもので ， 

進化的問題のみならず ，発生，分化現象の 上からも，今後もっとクローズア " プ されてくるもの 

と思われた。 

この セ " シ ， ン では，日本から 鈴木義昭博士 ( 基 生所 ) がカイコフィブロイソ 遺伝子の転写に 

ついて発表され ，とくに invitro で遺伝子の発現の 特異性を再現させようとする 立場を明らか 

にしたが，これは ，今後，発生，分化への 分子生物学的アプローチとして ，重要な方向であ ろう 

と 思われる。 鈴木博士の講演は ， J.C.Dan memorial lecture  として行なわれ ，講演に先立っ 

て，岡田先生がお 話しされたが ，戦争直後の 時代に Jean さんが使っておられた 古い顕微鏡の 

スライドは，今日の 富んだ状況に 比べると，厳しい 条件下での研究者の 迫力のようなものを 感じ 

させた。 

2  日目夕刻のセッシ "  ソは， "Developmentalgenetics  of  higher  animaIs"  と題して行なわれ ， 

Gurdon  と Illmensee  の講演が面白かった。 Gurdon  は，前回日本でも 講演したが， oocyte  へ 

の injection の技法を駆使して ，いくつかの 興味あ る知見を得ている 0 蛋白， mRNA,DNA など， 

生化学的に よ く同定され，純化されたものを oocyte へ 注入し， oocyte を一種の効果的な iL 

cubation miXture と考えてすすめて 来た従来の研究方向からさらに 発展させて，注入した 遺伝子 

を 望み通り発現させるにはど 5 したらよいかとい 5 課題と， o ㏄ yte が発生を遂行させてゆくため 

の capacity を，注入した 物質の動きで 見極めようとする 課題に アタ " クしよ 5 としているよ う に 

思えた。 いつもながら ，技法としては 十年一日の如く 同じであ りながら，次々と 根本問題ヘアプ 

ローチしょうとい 5 立場は，手法，技術の 革新に依存して 発展する分子生物学の 立場とは意識の 

上で 随分違 5 ように感じた。 

Illmensee は，核移植により 作るマウスの 話 と ，マウス胚に DNA を inject し ，発生の プ " 

セス を追お 5 とする方向の 研究について 発表した。 別の一般講演でも ，ウ ニ胚や マウス 胚へ 導入 

した DNA のその後の運命についての 報告が ニ，姉 あ ったが，現時点では ，導入の技術的問題の 

検討と，導入した DNA  の運命を追跡するのがやっとで ， Developmentalgenetics  という立場か 

らは，未だ多くの 困難な問題を 残している。 

8 月 30 日 ( 日 ) には総会が開かれ ，岡田節人先生が 次期会長に，竹内郁夫，鈴木義昭 両 先生が 

ISDB Board として選出され ，本学会での 日本の果す役割は ，いよいよ大きくなったといえる。 

午後は，アルプスをはじめとして ， Excursion があ り天候にも恵まれて ， 皆 スイスの風景を 満喫 

した。 

8  月 31 日のシンボジウムは "Developmentand  cancer"  と題して行なわれたが ，とくに興味 

あ る発表はなかった。 夕刻からは， Boat trip,FareweIl D 田 mer で ， 楽しい夜を過した。 
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最終日午前のシンポジウムは ， "CelI movement" と題して行なわれたが ， 田 rteIl の粘菌のア 

クチ ソ ， Lazandes のミオシン，アクチンなど ，遺伝子の構造，発現という 立場の話としては 面 

白いものの， movement との対応関係という 点では全く打つ 手なしという 感じであ った。 

最後のシンポジウムは ， 前にも述べたよ 5 に 田 ertilization of the hum ㎝ egg in vitro" で ， 

Mastroianni,Lopata  が講演し，とくに Lopata  は MeIbourne  の試験管ベビー 産生 (?) チ一 

ムの主要メンバ 一で，試験管内で 培養した ヒト の卯の受精後の 変化を電 顔 写真で詳しく 解析して 

いた。 すぐ後で行なわれた Round table discussion では，試験管ベビ 一の個々の具体例につい 

て 話し，試験管ベビー の 是非についての 討論に入ると ，質問の矢面に 立たされていた。 堕胎が 何 

でも無いことのように 行なわれている 日本の現状と ，一方で，機能的に 不妊な女性が 子供を欲し 

いという気持を 満足させようという 立場とは，あ まりに離れていて ，はじめのうち ピソ とこなか 

ったが，参加者の 真剣な討論に 圧倒された。 

日本の場合，科学研究と 市民の結びつぎという 立場からは，我々研究者の 意識は希薄であ り， 

もっとその接点を 求めてゆくべきであ ろう。 実際，最近の 組み換え実験技術に 対する市民からの 

反対に対しても ，研究者の側からその 安全性の科学的根拠を 説明し，納得してもらうという 努力 

はもっと払うべぎであ ると感じた。 最後のセッシ ，ン とあ って，日本から 参加された方々の 中で， 

round table discussion まで残って居られた 方が少なかったのは 残俳であ った。 

以上，本大会シンポジウムを 中心に感じたままを 書いて見た。 多くのデータは ，すでに発表さ 

れているか，帰国してすぐの 新しいジャーナルに 載っていたというように ，最近の学会では ，ホ 

ット 社 発表は無いようであ るが，シソポジスト 達は， 皆 ，自分の研究の 成果をまとめてわかりや 

すく話していた。 今回のシソポジウムが ，中心テーマの Genesand cells という立場から ，遺伝 

  

子から出発し ，細胞を介して 複雑な発生現象に 迫るという形でア ンソジ されており，研究方向の 

一つを明確に 提示してくれたことは ，参加者にとって 有意義であ った。 遺伝子に関する 研究が， 

あ る意味で花々しく ，情報量も多いが ，さて発生学という 問題に対して 何を解らせたかというと 

考えこんでしまう。 

複雑な発生現象を 解析するためには ，多面的なアプローチが 必要で，しかもその 相互の結びつ 

げ がうまくできてはじめて 解明できるのではないかと 感ずる 0 

分子生物学的側面から 発生学ヘアプローチしようとする 初心者の「発生学者」としての 筆者に 

とっては，このような 多面的な結びつきが ，共同研究も 含めて日本の 学会の中で拡がることを 念 

願 して，つたない 印象記を終ることとしたひ 0 

5.  DGD 編集主幹をお 引受けするにあ たって 

山名清隆 ( 九天・ 理 ・生物 ) 

このたび学会長の 岡田先生から ， DGD 編集主幹を命ぜられました。 この雑誌は，よくご 存知 

のように，国際的にも 高い地位と誇るべき 伝統とをもち 世界の発生生物学におおきく 貢献してお 
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ります。 すでに巻数も 23 を数え，昨年 1 年間でも約 90 篇の，さまざまな 分野の貴重な 論文が公表 

されました 0 この ょ 5 な DGD の現状は，佐藤忠雄， 椙山 正雄，岡田節人の 三先生および 編集者 

( 幹事 ) の方々の非常な 努力と， 類踊 れな能力と，そして 会員 ( 投稿者 ) のみなさんの 絶大な協 

力 とによるものであ ります 0 

このような DGD の編集主幹に ， 私が適任であ る   とは，いまもっておもってはいません。 
けれども会長の 強いご命令に ， お引受けせざるをえませんでした。 しかし「いったんお 引受けし 

たからには，粉骨砕身， DGD の発展のために 頑張ります」という 通常の「ごあ いさつ」のかわ 

りに，私は次のことをみなさんに 言わせていただぎたいのです 0 

これまでの三代の 編集主幹と編集者の 方々は， DGD  ( その前身も含めて ) を創刊し ， 多くの 

困難に耐えてそれを 維持し，さらにおおぎく 発展させてこられました。 い う なればこの時代は ， 

編集主幹と編集者の 熱意と努力に 依存することの 多い， 「編集者依存の 時代」であ りました。 し 

かし， これからは違います。 

おかげで DGD も，いまでは 年に 6 号 900 頁の雑誌に成長しております。 「容器」に不足はな 

くなりました 0 その中に「いれるもの」を よ くすることが 残されています 0 そして，その 中にい 

れるべ き 「 よ り よ いもの」をつくるのは ，編集主幹ではあ りません 0 編集者でもあ りません 0 そ 

れは会員のみなさんひとりひとりであ ります。 つまり，これからの 時代は，会員のみなさんの 熱 

意 と努力に依存する ， 「会員 ( 投稿者 ) 依存の時代」です。 「 よ り よ い UGD のために， よ い論 

文を， どしどしお寄せください」 0 これが私の「ごあ いさつ」です。 

DRD の編集方針には ，近年，岡田先生が 数多くの改革を 加えられました。 すくなくとも 当分 

は ，この方針を 守っていくつもりです。 しかし，もし 改良すべき点があ りましたら，ご 意見をお 

寄せください 0 お待ちしております 0 

なお，最後に ，非常に長い 期間にわたって 編集主幹の大役を 見事にお果しになり ，数々の画期 

的な発展をもたらされた 岡田先生に，会員の 万々とともにこころから 感謝いたします。 

6.  新 刊 紹 介 

水野丈夫 ( 東大・ 理 ・動物 ) 

丁 哺乳動物の初期発生 コ (1981) 

編集者 : 妹尾生知見 ほか 

発行 所 : 理工学社 ( 東京都文京区本郷駒込 5-9-10) 

この本性本年 6 月 10 口に第 1 版が発行され ，すでに 本 サーキ，ラ ー № 39E も広告がのっている 

ので，この本をごらんになられた 方も多いと届けが ，出版社よりの 依頼もあ り， ここに紹介す 

る 。 

い う までもなく，近年，哺乳類の 胚発生の研究は 爆発的に盛んになり ，過去 20 年の間に従来の 

実験発生学的発想を 適用しながらも ，他の動物胚を 用いては得られない 問題，すなわち ，発生に 
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お げる因果関係の 解析をとびこえて ，新しい発生学の 方法論を生み 出しつつあ る。 このような状 

態の下において ，哺乳類の発生の 研究を始めようとする 研究者にとって ，その基礎と 実際の手法 

を示したのが 本書であ るといえよう。 

本書は我が国におけるこの 方面の 36 名の専門家によって 執筆されている。 理論 編 と手法 編 に分 

かれており，実際の 手法偏は，排卵，受精にはじまり ，初期胚の培養，保存，移植，代謝，形 

態，生存，実験発生学などの 研究法の各章に 分かれて，実際の 技術に関し懇切丁寧に 述べられて 

おり， 図 ，写真も豊富であ り，文献の引用も 親切で，新しく 実験をはじめる 研究者にもそのまま 

役立つ参考書であ る。 なお，本書は 主として初期発生をとり あ っかっているが ，実は最後に 後期 

胚の実験発生的研究，器官形成 期 における哺乳動物 胎 仔の培養 法 ，テラト一マ 03 章がつげ 加わ 

っており，これらも 大変有用であ る。 

しかし，本書は 実験法を目指すもので ，その成果のテキストではない。 従って，実際にこれら 

の技術をふまえて ，一体何ができ ，何が明らかにされるのかというような 解説は本書の 目標では 

ないし，実験動物初期胚の 形態の発生を 追って知りたいという 要求にも答えない。 また，動物の 

発生段階を比較したいときにも 参考にならない。 

しかしながら ，我が国 に おいて，これだけ 集大成された 戊書が ，現時点に日本語で 出版された 

ことは，日本における 発生生物学のアクティヴィティ 一の強さを物語るとともに ，今後の哺乳類 

発生学の発展のために 大変よろこばしい。 

索引は和文，英文に 分かれ，総アート 紙で 4f62 頁，定価 12,000 円，図や写真はオリジナルが 多 

く ，明瞭。 印刷も良好。 

7.  日本学術会議第 83 回総会報告 

一 改革問題を重点的に 討議 一 

日本学術会議広報委員会 

日本学術会議第 83 回総会は， 1981 年 10 月 21 日から 3 日間，開かれた。 いつになく報道関係者の 

姿が目立ったのは ，本会議をめぐる 緊迫した情勢の 反映であ ろうか。 

冒頭，笠原長寿会員 ( 第 3 部・経営学 ) の逝去を悼んで 黙祷。 ついで，福井謙一京大教授 ( ノ 

ーベル化学賞，文化勲章 ), 横田喜姉郎元会員 ( 文化勲章 ), 名取 祀 二前会員 ( 文ィヒ 功労者 ) に祝 

意を表する件が 満場一致で可決された。 

カメラの放列を 浴びて登壇した 伏見会長は，国際会議代表派遣問題に 端を発する一連の 経過， 

とくに総理府総務長官との「合意」から 運営審議会 ( 以下「 運審 」 ) の「見解」Ⅹ表明その 他総会 

にいたるまでの 経緯や背景について 詳細な報告を 行った。 その上で「学術会議の 直面している 事 

態は極めて重大であ る。 自分としては べ ストを尽くしたと 考えるが，見通しや 判断に甘さがあ っ 

て ，事態の紛糾を 招いた責任は 免れない」と 反省，あ わせて副会長等との 連携や事務局の 掌握が 

不十分であ ったことについて 遺憾の意を表するとともに ，今後は運 審 「見解」の基本姿勢に 立っ 

て行動に誤りなきを 期したい， と 述べた。 なお，これに 関連して会長は 本会議の改革にあ たって 
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は 科学者の総意を 反映した自主改革が 必要であ る 旨 表明した。 

質疑の段階では ，政府との亀裂を 憂慮しつつ 運審 「見解」の担った 客観的役割を 問題視する意 

見や会長の対応に 矛盾を指摘し 公人としての 責任を問 5 意見が述べられる 一方，学術会議の 独立 

性 に対する政府側の 誤解を衝く意見，合議体の 論理として「見解」の 線を当然とする 意見，あ る 

いはこの問題は 広く社会的・ 政治的状況の 中で押えるべぎであ るとの意見等がだされ ，近来にな 

く緊迫した応酬がかわされた ，このような 議論を ぅ げて，改めて 運審 「見解」で示された 基本線 

の可否がはかられ ，賛成多数で 承認された。 本会議が，一連の 波澗を今後の 教訓として活かす 方 

向 で事態を収拾したことは 会員の良識と 節度を示したものであ ろう。 

ついで午前中から 第 2 日午前中まで 各部・各委員会の 報告が行われた。 とりわけ改革委員会報 

告，国際学術交流委員会報告に 関連して，改革の 手順や方針，代表派遣の 基準等をめぐって 活発 

な 質疑応答があ った。 報告につづ き 「国際リソスフェア ( 注 岩石圏 ) 探査開発計画 (DELP) 

の実施について ( 勧告 ) 」が採択された。 ついで障害者問題への 関心を喚起し ，政府や自治体に 

適切な施策を 促す声明文が 提案されたが ，声明の時期，標題等について 疑義が述べられた。 その 

ため一部修正の 上， 「国際障害者年に 関する声明」と 題する 男 提案が可決された。 

第 2 日の午後はすべて ，改革問題に 関する自由討議にあ てられた。 まず，改革委員会からの 改 

革構想の要点と 問題点の説明があ り，討議に入ったが ， 50 人以上の会員が 発言し会場に 熱気があ 

ふれた。 とくに，改革の 姿勢についての 数々の発言には 会員の共感をよぶものが 多かった。 

この討議に基づいて ，第 3 日午前に「日本学術会議の 改革について ( 声明 ) 」 ( 案 ) が改革委員 

会 より提出され 再び活発な論議の 後，採択された。 声明では「我々は 改革の方向が 選挙によって 

選は れた科学者による 本会議の目的と 職務を達成するために 科学者との結びつぎをいっそう 強化 

すること。 情勢に合わなくなった 内部組織と選挙規定を 改めること。 また，政府と 本会議との関 

係をよりよい 方向に改善すること。 などの諸点にあ る」と述べている。 

第 3 日午前は研究連絡委員会 ( 以下「 研連 」 ) 問題の討議にも 多くの時間がさかれた。 研 連は 

本会議と科学者や 学協会を結ぶユニーク な 組織で，国際学術団体との 対応，国内での 研究者間の 

連絡にあ たっている。 現在， 研連 数は 59, 委員定数は約 1,200 名であ る。 この数では，とうてい 

現状にはそぐわないので ，そのため 研連 問題の根本的検討がされてきたが ，今回はその 一環とし 

て研 連の新しい設置基準が 提案され承認された。 Ⅹ 区 

また，総会直前に 起った夕張新炭鉱でのガス 突出災害について ，今後この種の 災害の再発防止 

に関する論議が 行われ，これを 受けて遷客において「炭鉱災害防止のための 研究体制の確立にっ 

いて ( 声明 ) 」を発表した。 

本 総会の会員の 出席率が 90% に達したことは ，本会議の直面する 事態の重大性と 会員の責任感 

と熱意を示すものであ る。 

Ⅹ 日本学術会議月報第 22 巻第 8 号 (8 月号 ) 参照。 

ⅩⅩ 日本学術会議月報第 22 巻 第 11 号 (11 月号 )  「研究連絡委員会等の 新設及び改組等に 関す 

る措置について ( 申合せ ) 」参照。 
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8. 事務局より一一サーキュラ 一について一一 

前回のサーキ ， ラー ( № 39) に会員土居洋文民の「生物物理若手夏の 学校」 (7 月 31 日～ 8 月 

4 日 ) の御案内が掲載されましたが ，同サーキュラ ーは 印刷のおくれや 事務 セ ソタ一の発送手続 

きめ 「 ス などに よ り，会員の皆様の 御手許に届くのがおくれ ，結局「夏の 学校」には間に 合わな 

くなってしまいました。 土居民をはじめ 会員の皆様に 心からおわび 申し上げる次第です。 

この機会にサーキ ， ラ 一の編集について 述べますと，サーキ ，ラ ーは 1 年 3 回 (2 ～ 3 月， 6 

～ 7 月， 10 ～ 11 月 ) 発行で印刷所へ 入稿してから 発送まではおよそ 1 ケ 眉半を要しています。 内 

容 はかっては発生生物学に 関係の深い全国の 研究機関の紹介といった 記事もあ りましたが，最近 

はどちらかといえば 事務的な記事が 多いようです。 事務局としてはもう 少し読み物的記事を 多く 

したいと願っていますので ，会員の皆様からの 寄稿をお待ちしております。 

従来サーキュラ - は (DGD も同様ですが ) 会費を納入された 会員のみに配布していましたが ， 

本号から会費納入の 有無にかかわらず 全会員に配布することになりました。 ・これは，サーキ ， ラ   

一には大会の 案内など重要な 情報が掲載されているためでもあ りますが， サ 一ギ，ラ ー をお届 け 

することによって ，学会に対する 関心と認識を 深めて頂いた 方が，むしろ 会費納入の成績が 上が 

るのではないか ， という考えからであ ります 0 

この機会に改めて 会員の皆様に ，会費の前納に 御協力頂きたく ，お願い致します。 

なお， DGD は従来通り会費完納会員にのみ 配布致します 0 

9. 会 員 異 動 

く 新入会員 ノ ( ①テーマ ②材料 ) 

金 田 照 夫 名犬・ 理 ・生物 ①両生類の初期発生と 中胚葉形成 

②イモリ 

Wanek,N.L   国立遺伝研・ 生ィヒ ①ヒドラのパターソ 形成 

②ヒドラ 

藤 沢 敏 幸 国立遺伝研 ①幹細胞分化のコソトロール 機構 

②ヒドラ 

催 小出 しき 舗 直子 酪農学園大・ 生物 ①不等細胞分裂 

② バ " タ の神経原細胞 

Achermann,J.  国立遺伝研 ①ヒドラのパターソ 形成 

②ヒドラ 

川 村 健 弥 酪農学園大・ 生物 ①不等細胞分裂 

② ， 。 " タ の神経原細胞 

伊 井 一 夫 国立神経センター ① 筋 発生，受精と 卵割及び発生，細胞分裂の 機構 
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宮 原 馨 

斎 藤 彰 

安 部 美那 子 

平 田 篤 由 

山 本 博 章 

伊藤一男 

木 村 一 郎 

門 田 雄 三 

小 山 正 和 

長 浜 嘉 章 

花 岡 和 則 

機能研究部 ②ウ ニ ， 貝 ，ヒトデの 卵 ，ニワトリ，ウズラの 胚 

九天・ 理 ・生物 ①初期 胚 における細胞間相互作用と 高分子合成 

②Ⅹ 勿 opus 渤 Ⅰひ ん 

九天・ 農 ・農学科・ ① タソ パク 貫 合成の制御 

②カイコワ 円 

慈恵医大・医化学 ①神経終末におけるトア「 ノ 酪酸の代謝及び げ いれ 

ん発現との関連について 

②マウス，ラット 

愛媛大・ 理 ・ 生 ①細胞膜融合と 分化 

②麻友動物 : ウ ニ ，ヒトデなど 

東北大・ 理 ・ 生 ①色素細胞分化における 遺伝子発現 

②マウス 

東北大・ 理 ・ 生 ①マウス色素細胞の 発生遺伝学 

②マウス 

国立神経 セ ソタ 一 ①筋肉の発生 

機能研究部 ② ニヴ トリ，ウズ ラ ， ラット 

大塚製薬工場   ①異常発生 ( 先天異常 ) , 発生毒性 

研究開発部 ②ラット，マウス ，ウサギ 

京人・ 理 ・植物 ①細胞性粘菌の 発生と分 イヒ 

②細胞性粘菌 

基生班 ①即成熟の内分泌機構 

② キソギ ", サケ，アマゴ ，ニジマス 

三菱化成生命 研 ①哺乳類発生生物学 

②マウス，テラトカルシノーマ 

野 田 洋 一 

見 上 一 幸 

岩 倉 洋一郎 

酒 井 淑 

小 林 身 哉 

京人・ 医 ・婦人科 ①受精から初期 胚 までの生物学。 

ヒト 卵 体外受精に関する 基礎的研究 

  @Porcine Zona Pellucida 

Human follicular oocyte 

宮城教育大・ 理科教育 ① 核 ( 生殖 核 ，栄養 核 ) の分化 

研究施設 ②繊毛虫，主としてゾウリムシ 

宗太・ヴィルス 研 ① マタ ス初期 胚 発生機構の解明 

②マウス 

和洋女子大・ 生 ①受精，細胞分化 

②アワビ，メダカ 

コヒ大 ・ 歯 ・ 2 解 ①マクロファージの 系統発生及び 機能分化 
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荒 木 和 男 

三 輪 錦 司 

東海林 隆次郎 

く 住所変更 ノ 

遠 藤 善 之 

増 井 徹 

山 倉 友一郎 

山 上 健次郎 

山 田 卓 三 

武 藤 吉 徳 

木 村 建 

岩 尾 康 宏 

海 保 正 義 

木 下 清一郎 

高 橋 敬 

浜 野 理一郎 

片 桐 洋 子 

村 松 喬 

鬼 武 一 夫 

容 色 まゆみ 

高 市 成 子 

田 中 滋 康 

細 川 和 子 

堀 合 同 

②マウス，株細胞 

日赤・大阪血液 ① IgA 欠損の細胞生物学的原因について。 マド ジ 。 

セ ソタ 一 研究部 ウ 0 倍数性と異質染色質の 増加による遺伝子発現 

の調節 

② IgA seIective deficiency, 

M 示 Surn 麻 

生物医学研究所 ①初期発生における 形態形成とその 遺伝学 

②緑虫 

愛知県 心 偉者 コ ワニ ー ①異常発生に 関する実験 

発達障害 研 奇形学的，発生遺伝学的研究 

②マウス，ラット ，ハムスタ一など 

新 日 ｜ 

世田谷区祖師谷 4 Ⅱ 8 円 3 慶応大・ 生 

癌研究所 東大・ 理 ・ 動 

昭和大・ 歯 ・第 1 口腔解剖 千葉大。 医 ・ 2 解 

上智大・生命科研 東大・ 理 ・ 動 

兵庫教育大・ 生 都立アイソト 一 プ研 

岐阜 大 。 医 ・ 生化 愛媛大・ 理 ・ 生 

倍大・繊維・ 繊維農学 九人・ 農 ・ 動 

山口大。 理 ・ 生 北天・ 理 ・ 動 

横浜市金沢区並木 1-17-13-503  横浜市港南区日野町 3993 かもめ団地 7-702 

東大・ ロ ・臨海 東大・ 理 ・ 動 

島根医大。 1 生理 関西医大 

箕面市立病院 国立刀根山病院 

北天・ 医 ・癌研生仏 三菱生命 研 

鹿児島大・ 医 。 2 生仏 神戸大・ 医 ・生仏 

名犬。 医療技術短大 名犬・ 理 ・ 生 

練馬区南大泉 5 Ⅱ 仁 14 上智大・生命 研 

国立循環器病 セ ソタ 一 病因部 奈良医大・寄生虫 

城西函人・口腔解剖 群馬人・内分泌 

東京南天・干葉校舎・ 進学・里 東京南人・進学課程 

富山市奥井 町 19-20 メゾ ソ 奥井 601 富山大・文理・ 圭 
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く 退会会員 ノ 

杉 山 一 夫 青森県上北郡野辺地町 

山 田 和 子 防衛医大・ 1 解 

木 下 淑 人 東北大・ 理 ・ 生 

山 中 光 有 香 蘭 女子短大 

松 田 良 一 都立大・ 理 ・ 生 
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( 賛助会員 コ 五十音順 

  
アロ カ 株式会社 ( 〒 181 三鷹市牟礼 6-22-1) 

株式会社 小澤製作所豊田営業所 ( 〒 471 豊田市広大町 5-27-4) 

合資会社 木下理化器製作所 ( 〒 460 名古屋市中区千代田 5-22-11) 

  

株式会社 柴 屋理化岡崎営業所 ( 〒 444 岡崎市大西町宇宙 ケ原 12-219) 

株式会社 両新名古屋営業所 ( 〒 A62 名古屋市北区 憧旛町 l-f  志賀コーポ 101) 

日製産業株式会社 ( 〒 453 名古屋市中村区 名駅 4-6-18  名古屋ビル ) 

株式会社 培 風蝕 ( 〒 102 千代田区九段南 4-3-12) 

ベクトン‥ティッキンソン・オーバーシーズ・インコーポレイテッド 

( 〒 107  港区赤坂 8-5-34  高膝ビル ) 

松波硝子工業株式会社 ( 〒 596 岸和田市下松 町 165) 

三菱化成生命科学研究所 ( 〒 194 町田市南大谷 11 号 ) 

ヤマト科学株式会社名古屋営業所 ( 〒 456 名古屋市熱田区被害 町 48) 

理工学社 ( 〒 113 文京区 本 駒込 5-9-10) 

神所 薬 株式会社 ( 〒 606 京都市左京区北白川西伊織 町 25) 

。 ","" Ⅱ 甫宇 し 
の初期発生     と実験浩一一 ・ 

妹尾方 知丸 ・ 加   明 ・鈴木枕 悦 ・ 舘糊 / 編集 
■進展する初期発生研究 法 のすべて・・・・・ 

    
め，実験 法編 では，現在使われている 種々の技法を 広く 5. 授精 法 6. 初期胚の培養 7. 
包括するとともに ，各領域で活発に 研究している 一線研 初期胚の保存 8, 初期胚の移植   究 14, 器官形成親における 哺乳動物 
B5 判宿人 480 頁 ( 本文総アート ) 定価 12000 円〒 aoo 円 胎 仔の培養注 15. テラト一マ 

生殖機能の 
7 月 / 新刊 

学 哺乳動物の 菅原七郎・安田泰久・ A 丁 」 石田一夫・正木淳一 AS 集 / 編集 
B5 判 392 頁 本書 は ，従来の組織形態学とは 違い，哺乳動物の 生殖機能の経時的な 形態変化に焦点をあ 

定価 9800 円 てた比較組織学であ る・ 各 項とも生理的解説に 機能形態 像 を併 戟 して生殖機能を 総合的・ 
送料 400 円 有機的に理解できるように 工夫した・ラット・マウスの 不動物から ウマ ・ ウシ ・ヒツジ等 

の 大動物まで 上ヒ較 形態学的記載も 多く，発生学，生殖生理学の 研究や実習に 至便であ る． 
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ワ案 ヒ ヰノ Ⅰ 
高圧蒸気滅菌 所 ㎡組織培養培地 

Ⅰ RPM@l640 培地「 こッ スイ」②・ l009 
新製品米製法特許・ 高圧蒸気滅菌可能 

グルタミン・ 重曹小舎 
■ イ 一力 塘 M 三 培地「 こッ スイ」・ l009 

新製品 来 製法特許・高圧蒸気滅菌可能 
グルタミン・ 重曹不合 
Ⅰ 列レくッコ変法 イーグル培地 

「 こ ツスイ コ ②・ l009 

高圧蒸気滅菌により、 成分、 細 
胞 増殖支持 力 を損なうことなく、 
大量に、 しかもスピー ヂィ 一に 滅 
箇処理できる 二ニ ス イ の組織 培   

養 培地。 従来のイークウ ソ MEM     

培地に加え、 3 製品新発売。   
豊富な製品群から ; 用途に応じ 
て 適した培地を 自由にお選びく     

米製法特許・ 高圧蒸気滅菌可能グル ダ ミン・重曹不合   米 重曹不合 
イーダル MEM 培地「 昌ッスィ 」 の                                       loog lggt 幸キ * 出れ「 二ニ ス イ Ⅰ                                                                         100  g 
米製法 特杵 ・高圧蒸気滅菌可能 pR . グルタミン・ 俺曹 不吉 
イーグル M 目 り培 3 世「 昌ッ スイ 山 ②                                         loog 米製法特許重曹小舎 ハムⅠ @2* 吉池「 二   ソ スイ」①                                                   l00 色 

米製法特許・・ イークル 高圧蒸気滅菌可能 M 巨 M 培地「 二 ツスイ KM.PR. コ ③‥ グ化 タミン         寅 ・・ 尊下官 l009     米 重曹不合 R 臣 Mll640 ・培地「 二   ニ   スイ」①                                                 100  e 
米製法特許・ 高圧蒸気滅菌可能・ 浮遊培養用 グルタミン・ 五 % 不合 米 重曹不合 
イーグル MEM 培地「ニッスイ」①                                     l00 % ブイドノソヤ 一の土音上世 エ 「 二 ツスイ」                                     .100s 

米 抗生物質・重曹不合 
米裂 法 イ 特許・高圧蒸気滅菌可能 Ⅰグル M 日 MI 音地 「 昌                                         グルタミン                                 ダルベッコ 変法 イーグル培地「 昌 ツスイ Jc@ ‥ l009 
米イーグル MEM 米 重曹不合 

アミノ酸ビタミン 培地「 昌 ツスイ ュ                                   20 目 ハンクス @ 夜 r 二 ツスイ」①                                                         l00 目 
米 P ロ ・重曹不合 
ハンクス 液 「 二 ツスイ」②                                                         100  g 

米 重曹不吉 

アール 液 「こり ノスイ Ⅱ                                                                       l00 ヒ   0.8 色 

P 日 :s( 一 ) 粉末「 昌ッ スイ」                                                       l00 % 

営業所東京 電話 目潮 03.(918)8166 ・仙台 ; 名古屋・大阪・ 広島・福岡 ㈹ 光ダルベ 金属塩類溶液Ⅰ ツコ PBs 用 ニ ツスイ コ                                                           ・ lomt 
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的確な検査は 適切な機器 か ら B-D 

丸 

 
 

Fa  lCon  。 
組織 "" 器 " 
●マイクロテストプレート 
●マルチウェルプレート 

● 組ぁ 促音 養 チュー ブ 
+ 特殊 組 % 弾音 養 ディツシュ 
●細 * 柑 吾妻ディッ シユ 

● # 麟 弾音聾フラスコ 

● # 山 nyt き養 ローラーボトル 

細 # 弾音 養 器具は、 ファルコン社のあ らゆる活動の 中で、 最も重視され、 また注目 

されている分野です。 

新しい町制珪を 有するすぐれた 素材の研究。 ユニークで大胆な 発想に基づく 製 

造方法の開発。 滅菌法の改革や 独自の品質管理システムの 導入。 

ファルコン社では、 組 W 如き 養 器具の分野において、 常に新しい試みや 6% 究 活動が 
続けられております。 

ファルコンの 組 # 捉 吾妻器具は、 細胞の付着，増殖にすぐれた % き l 生を有し、 また 先 

学的には透明で 歪みが無く、 しかも機能的にデザインされております。 

すべてのファルコンポ 蜥財吾叢 器具は、 品質検査に合格したことを 示す品質管理乱 

が添付されています。 

輸入販売元 製造 元 
Becton,D@cklnson Ove ァ sseas lnc. @@"Becton,@Di   knson@Labware 
ベクトン、 ヴィッキンソンオーバーン 一 ズインク ベクトン、 ディツキンソンラフウェア 一事業部 

〒 l07 東京都港区赤坂 R S 34 葛藤ビル Tel 03(403)9991-5   
Ⅰ 田 D 、 ファルコン、 目引 con 、 ・マイクロテスト、 マルテウェルは べ クトン、 ディッキンソンアンドカンバニ -0 面桶です。   
                                                                  テ イッキ・ ノ、 / ノアンドカン       ニ一の 亨業部 てす 
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武生物研究用機器 
NK 式 電気低温恒温 器 ( 送風循環型 ) 
高 * 青鹿普及型 

  
  

型式 L‾・ 
@ 土ネ 枝 一 S 型 一 S 理 一 S 型 

間口 内法 X 奥行㏄ 0X 明 0 ㏄ 0x ㏄ 06 ㏄ X4l0 
X 高さ 喘 X4g0 X ㏄ 0 X670 

温 度 +5 、 C +5C +S ち 
    -45C -45 色 一 45 で 

価 格 7.n 万円 30 ． 5 万円 ?2 万円 

来 その他いろいろなタイプがあ ります @ 

NK 式 プロバラム電気低温恒温 器 0 送風循環型 ) 
四季の温度がプロバラムで 自在に再現できます ソ     

" 市 " 

型式 [.P-l ㏄ LP-2 ㏄ LP-a ㏄ 

f@@j 十 @@i 一 3P 一 3 P 一 3 P   
        +5 で +513 +5 で 
    -45 で -45 で -45,c 

  価格 l49. 切刊 53.5 万引 6% 円 l 
          

N K 武人工気象 器 N K 式 プレハブ電気低温恒温槽 
植物の育成、 小動物 ( 昆虫 ) 飼育の本格派 ソ 組立、 移設、 増設が 馬 、 いのまま ソ 

型式 LH-100´PH-100´H-100 
ttt* 一 RD 型 一 RD 型 -RnP 型   
        +S で +10 せ +5 で 
    一 4510 -45 で -45 で 

  
温度のみ 47 万円 度 73 4; 万Ⅲ 湿 プロバラ ム 66;JR @ 計 

米 その他いろいろなタイプがあ ります。 

  NK 式 クリーンベンチ ( 垂直層流型 ) 

  

  NKB 一 VS 一 850 

￥ 780,000 

NKB 一 VS 一 1300 

￥ 880,000 

回 
"" 鰹 。 。 で - 。 ' で 
価格Ⅰ 坪 1,190 ， 000 何 
より各種 

Ⅰ LP 型 十 18 。 c 一 45 で 
価格 1 坪 1,290,000 円 

より各種 

米 詳細はプレハブシリー 
ズカタログをご 請求下 
さい。 
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NKB 一 VW 一 850 

￥ 1,200 ， 000 

NKB 一 VW 一 1300 

￥ 1,500 ， 000 

<W@> 株式会社日本 医イヒ器 
        〒 550 大阪市西区江戸 堀 @ 丁目 l9 番 24 号 電話     06・ 
束 京 営業所 〒 l83 束京都府中市緑 pT7 0 5 3 一 4 電話           042 刮 eo5)3 舛 :W ㈹ 
        〒 583 羽曳野市 駒ケ谷 5 番地 47 号 電話 羽曳野 0729 け 8)1919 ㈹ 




